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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、２５℃で液状の炭化水素、ショ糖脂肪酸エステル、ジグリセリンおよび水
が配合されており、２５℃で液状の炭化水素の配合量が２０～６０質量％であり、水の配
合量が２０～４０質量％であることを特徴とする整髪剤組成物。
【請求項２】
　更に、２５℃で液状のエステル油が０．５～３０質量％の量で配合されており、
　上記２５℃で液状のエステル油として、エチルヘキサン酸アルキル（Ｃ１４－１８）、
２－エチルヘキサン酸セチル、または２－エチルヘキサン酸セトステアリルが配合されて
いる請求項１に記載の整髪剤組成物。
【請求項３】
　ショ糖脂肪酸エステルの配合量が、０．１～２０質量％である請求項１または２に記載
の整髪剤組成物。
【請求項４】
　ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度が３～７のショ糖脂肪酸エステル（Ａ）と、
ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度が１～２のショ糖脂肪酸エステル（Ｂ）とが配
合されたものである請求項１～３のいずれかに記載の整髪剤組成物。
【請求項５】
　ショ糖脂肪酸エステル（Ａ）は、不飽和脂肪酸または炭素数が２０以上の飽和脂肪酸を
用いて得られたものである請求項４に記載の整髪剤組成物。
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【請求項６】
　ショ糖脂肪酸エステル（Ｂ）は、炭素数が１９以下の飽和脂肪酸を用いて得られたもの
である請求項４に記載の整髪剤組成物。
【請求項７】
　２５℃での粘度が、１０００～１００００ｍＰａ・ｓである請求項１～６のいずれかに
記載の整髪剤組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、毛髪に良好なしっとり感と束感とを付与でき、根元から毛先までの質感を均
一にし得る整髪剤組成物に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、毛髪固定用の高分子化合物とショ糖脂肪酸エステルとを組み合わせて、整髪
力を高めた整髪剤組成物が知られている（特許文献１、２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－１７１７３９号公報
【特許文献２】特開２０００－２５６１４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、最近では、ヘアスタイルが多岐にわたっており、例えば、しっとり感（べた
つきを感じない程度のしっとり感）があり、かつ、ある程度まとまり（束感）のあるスタ
イルが要求されることもある（なお、本明細書でいう「束感」とは、毛髪が、その長さ方
向の中央付近から毛先にかけてまとまりを持った状態であることを意味している）。
【０００５】
　上記のようなヘアスタイルを形成するには、例えば、流動パラフィンなどの炭化水素（
２５℃で液状の炭化水素）を使用することが好ましいことが判明している。しかし、流動
パラフィンを塗布した場合、毛髪がギラついたり、重くなりすぎるといった問題もある。
【０００６】
　そこで、こうした問題の発生を抑制しつつ、上記のようなヘアスタイルを良好に形成し
得る整髪剤組成物の開発が求められる。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、毛髪に良好なしっとり
感と束感とを付与でき、根元から毛先までの質感を均一にし得る整髪剤組成物を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成し得た本発明の整髪剤組成物は、少なくとも、２５℃で液状の炭化水素
、ショ糖脂肪酸エステルおよび水が配合されており、２５℃で液状の炭化水素の配合量が
２０～６０質量％であり、水の配合量が２０～４０質量％であることを特徴とするもので
ある。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、毛髪に良好なしっとり感と束感とを付与でき、根元から毛先までの質
感を均一にし得る整髪剤組成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　本発明の整髪剤組成物で使用する２５℃で液状の炭化水素としては、例えば、軽質イソ
パラフィン、軽質流動イソパラフィン、スクワラン、流動パラフィン、流動イソパラフィ
ンなどが挙げられ、これらのうちの１種のみを使用してもよく、２種以上を併用してもよ
い。これらの中でも、毛髪に良好な感触を付与し得る傾向があることから、流動パラフィ
ンが好ましい。
【００１１】
　整髪剤組成物において、２５℃で液状の炭化水素の配合量は、本発明の効果（毛髪に良
好なしっとり感と束感を付与し、かつ根元から毛先までの質感を均一にし得る効果）を良
好に確保する観点から、２０質量％以上であることが好ましく、３０質量％以上であるこ
とがより好ましい。なお、本発明の整髪剤組成物は乳化物であるが、整髪剤組成物におけ
る２５℃で液状の炭化水素の配合量が多すぎると、水の配合量とのバランスが悪くなって
、乳化安定性が損なわれてしまう。よって、整髪剤組成物において、２５℃で液状の炭化
水素の配合量は、６０質量％以下であることが好ましく、５０質量％以下であることがよ
り好ましい。
【００１２】
　本発明の整髪剤組成物では、２５℃で液状の炭化水素とともに、ショ糖脂肪酸エステル
および水を用いており、これにより、２５℃で液状の炭化水素の持つ毛髪へのしっとり感
や束感の付与作用を損なうことなく、塗布後の毛髪がギラついたり重くなりすぎたりする
ことを抑制している。また、後述するように水の配合量を少なくし、かつ２５℃で液状の
炭化水素の配合量を多くして調製した整髪剤組成物では、毛髪の根元から毛先までの質感
が不均一になる傾向にあるが、更にショ糖脂肪酸エステルを配合して整髪剤組成物を構成
することで、質感の均一性を高めることができる。
【００１３】
　ショ糖脂肪酸エステルとしては、例えば、ショ糖オレイン酸エステル、ショ糖エルカ酸
エステル、ショ糖ラウリン酸エステル、ショ糖ミリスチン酸エステル、ショ糖パルミチン
酸エステル、ショ糖ステアリン酸エステル、ショ糖ベヘン酸エステルなどが挙げられる。
【００１４】
　ショ糖脂肪酸エステルは、上記例示のものを１種単独で用いてもよいが、ショ糖１分子
あたりの脂肪酸の平均置換度が異なる２種以上を併用することが好ましい。より具体的に
は、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度が３～７のショ糖脂肪酸エステル（Ａ）と
、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度が１～２のショ糖脂肪酸エステル（Ｂ）とを
併用することが好ましい。ショ糖脂肪酸エステルは、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均
置換度に応じてＨＬＢ（Ｈｙｄｒｏｐｈｉｌｅ－Ｌｉｐｏｐｈｉｌｅ　Ｂａｌａｎｃｅ）
値が変化する。よって、上記のように、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度の異な
るものを併用することは、すなわち、ＨＬＢ値の大きなものと小さなものとを併用するこ
ととなるが、これにより、整髪剤組成物の乳化安定性をより高めることができる。
【００１５】
　なお、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度（以下、単に「平均置換度」と省略す
る場合がある）が３～７のショ糖脂肪酸エステル（Ａ）としては、不飽和脂肪酸または炭
素数が２０以上の飽和脂肪酸、例えば、オレイン酸、エルカ酸、ベヘン酸などを用いて得
られたもの、具体的には、平均置換度が３～７のショ糖オレイン酸エステル、平均置換度
が３～７のショ糖エルカ酸エステル、平均置換度が３～７のショ糖ベヘン酸エステルなど
が好ましい。また、ショ糖１分子あたりの脂肪酸の平均置換度が１～２のショ糖脂肪酸エ
ステル（Ｂ）としては、炭素数が１９以下の飽和脂肪酸、例えば、ラウリン酸、ミリスチ
ン酸、パルミチン酸、ステアリン酸などを用いて得られたもの、具体的には、平均置換度
が１～２のショ糖ラウリン酸エステル、平均置換度が１～２のショ糖ミリスチン酸エステ
ル、平均置換度が１～２のショ糖パルミチン酸エステル、平均置換度が１～２のショ糖ス
テアリン酸エステルなどが好ましい。
【００１６】
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　整髪剤組成物において、ショ糖脂肪酸エステルの配合量は、その使用による効果を良好
に確保する観点から、０．５質量％以上であることが好ましく、２質量％以上であること
がより好ましい。ただし、整髪剤組成物におけるショ糖脂肪酸エステルの量が多すぎると
、本発明により奏される上記各効果のバランスが崩れやすくなる傾向があることから、整
髪剤組成物におけるショ糖脂肪酸エステルの配合量は、２０質量％以下であることが好ま
しく、１０質量％以下であることがより好ましい。
【００１７】
　また、本発明の整髪剤組成物には水を使用する。整髪剤組成物における水の配合量は、
多くしすぎると、例えば、２５℃で液状の炭化水素の配合量が少なくなって、その使用に
よる効果が小さくなることから、４０質量％以下とする。ただし、整髪剤組成物中の水の
量が少なすぎると、乳化安定性が損なわれてしまう傾向があることから、整髪剤組成物に
おける水の配合量は２０質量％以上とする。
【００１８】
　本発明の整髪剤組成物は、乳液状（水中油滴型乳化物）の形態を取ることが好ましく、
例えば、２５℃における粘度が、１００００ｍＰａ・ｓ以下であることが好ましく、７５
００ｍＰａ・ｓ以下であることがより好ましい。ただし、整髪剤組成物の粘度が小さすぎ
ると、乳化安定性が損なわれやすくなる虞があることから、整髪剤組成物の２５℃におけ
る粘度は、１０００ｍＰａ・ｓ以上であることが好ましく、２０００ｍＰａ・ｓ以上であ
ることがより好ましい。
【００１９】
　なお、本明細書でいう整髪剤組成物の粘度は、２５℃の恒温槽中に１時間放置した後に
、Ｂ型粘度計（東機産業株式会社製「ＶＩＳＣＯＭＥＴＥＲ　ＶＴ－２０」）を用い、３
号ローター、１２ｒｐｍで１分後に測定した値である。
【００２０】
　なお、本発明の整髪剤組成物では、上記の通り、２５℃で液状の炭化水素を２０～６０
質量％と比較的多量に含む一方で、水が２０～４０質量％と比較的少量であるが、このよ
うな組成の場合、乳化安定性が低下する傾向がある。例えば粘度の高いクリーム状の整髪
剤組成物であれば、上記のような組成とした場合でも、乳化状態が比較的維持されやすい
が、上記のように粘度の低い乳液状の整髪剤組成物の場合には、乳化状態の維持が困難と
なる場合もある。よって、本発明の整髪剤組成物には、上記の各成分以外にも、乳化安定
性を高め得る成分を配合することが好ましい。
【００２１】
　乳化安定性を高め得る成分としては、例えば、２５℃で液状のエステル油が挙げられる
。整髪剤組成物に２５℃で液状のエステル油を更に配合することで、水と油成分（２５℃
で液状の炭化水素）との相溶性を高めることができる。
【００２２】
　２５℃で液状のエステル油の具体例としては、例えば、ミリスチン酸イソプロピル、ミ
リスチン酸ブチル、パルミチン酸イソプロピル、オレイン酸エチル、リノール酸エチル、
リノール酸イソプロピル、カプリル酸セチル、ラウリン酸ヘキシル、ミリスチン酸デシル
、オレイン酸デシル、オレイン酸オレイル、ラウリン酸イソステアリル、ミリスチン酸イ
ソトリデシル、ミリスチン酸２－ヘキシルデシル、ミリスチン酸イソステアリル、ミリス
チン酸２－オクチルドデシル、パルミチン酸２－エチルヘキシル、パルミチン酸２－ヘキ
シルデシル、パルミチン酸イソステアリル、ステアリン酸２－ジエチルヘキシル、ステア
リン酸２－ヘキシルデシル、オレイン酸イソデシル、オレイン酸オクチルドデシル、イソ
ステアリン酸エチル、イソステアリン酸イソプロピル、２－エチルヘキサン酸セチル、２
－エチルヘキサン酸セトステアリル、イソステアリン酸ヘキシル、ジ２－エチルヘキサン
酸エチレングリコール、ジオレイン酸エチレングリコール、ジカプリル酸プロピレングリ
コール、ジ（カプリル・カプリン酸）プロピレングリコール、ジカプリン酸プロピレング
リコール、ジオレイン酸プロピレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、
ジ２－エチルヘキサン酸ネオペンチルグリコール、トリカプリル酸グリセリル、トリ２－
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ミチン酸グリセリル、トリイソステアリン酸グリセリル、トリ２－エチルヘキサン酸トリ
メチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ２－エチル
ヘキサン酸ペンタエリスリトール、テトライソステアリン酸ペンタエリスリトール、ネオ
ペンタン酸２－オクチルドデシル、２－エチルヘキサン酸２－ヘキシルデシル、２－エチ
ルヘキサン酸イソステアリル、イソノナン酸２－エチルヘキシル、ジメチルオクタン酸２
－ヘキシルデシル、ジメチルオクタン酸２－オクチルドデシル、イソパルミチン酸２－エ
チルヘキシル、イソステアリン酸２－ヘキシルデシル、イソステアリン酸イソステアリル
、イソステアリン酸２－オクチルドデシル、乳酸ラウリル、乳酸２－オクチルドデシル、
クエン酸トリエチル、クエン酸アセチルトリエチル、クエン酸アセチルトリブチル、クエ
ン酸トリ２－エチルヘキシル、クエン酸トリイソセチル、クエン酸トリ２－オクチルドデ
シル、リンゴ酸ジステアリル、コハク酸ジ２－エチルヘキシル、アジピン酸ジイソプロピ
ル、アジピン酸ジイソブチル、アジピン酸ジ２－エチルヘキシル、セバシン酸ジエチル、
セバシン酸ジイソプロピル、セバシン酸ジ２－エチルヘキシル、セバシン酸ジブチルオク
チル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸イソセチル、１２－ステアロイルヒド
ロキシステアリン酸ステアリル、１２－ステアロイルヒドロキシステアリン酸イソステア
リルなどが挙げられる。
【００２３】
　整髪剤組成物における２５℃で液状のエステル油の配合量は、例えば、０．５～３０質
量％であることが好ましい。
【００２４】
　また、カチオン性界面活性剤も、本発明の整髪剤組成物の乳化安定性を高め得る成分と
して配合することができる。カチオン性界面活性剤の使用によって、乳化安定性に大きく
影響する粘度の調整が容易になる。
【００２５】
　カチオン性界面活性剤の具体例としては、例えば、脂肪酸アミドアミン塩、モノアルキ
ル型４級アンモニウム塩、ジアルキル型４級アンモニウム塩、ベンザルコニウム型４級ア
ンモニウム、エチル硫酸ラノリン脂肪酸アミノプロピルエチルジメチルアンモニウムなど
が挙げられる。脂肪酸アミドアミン塩としては、例えば、ステアリン酸ジエチルアミノエ
チルアミド、ステアリン酸ジメチルアミノプロピルアミドなどが挙げられる。モノアルキ
ル型４級アンモニウム塩としては、例えば、塩化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化
セチルトリメチルアンモニウム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベヘニル
トリメチルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチル
アンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウムなどが挙げられる。ジアルキル型
４級アンモニウム塩としては、例えば、塩化ジステアリルジメチルアンモニウム、塩化ジ
ココイルジメチルアンモニウム、塩化ジセチルジメチルアンモニウムなどが挙げられる。
ベンザルコニウム型４級アンモニウムとしては、例えば、塩化ベンザルコニウム、塩化ス
テアリルジメチルベンジルアンモニウムなどが挙げられる。
【００２６】
　また、下記一般式（１）で表されるカチオン性界面活性剤も、本発明の整髪剤組成物に
使用することができる。
【００２７】
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【化１】

【００２８】
［上記一般式（１）中、Ｒ１およびＲ２は、同一でも異なっていてもよく、炭素数が１２
～２２のアルキル基である。］
【００２９】
　上記一般式（１）で表されるカチオン性界面活性剤としては、例えば、コグニスジャパ
ン社から提供されている市販品が挙げられる。具体的には、「デヒコートＬ８０（商品名
）」（ジココイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート：８０質量％と、プ
ロピレングリコールを含有）、「デヒコートＡＵ５６／Ｇ（商品名）」（ジパルミトイル
エチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート：９０質量％と、イソプロパノールを
含有）、「デヒコートＣ４０４６（商品名）」［ジパルミトイルエチルヒドロキシエチル
モニウムメトサルフェート：２５質量％と、セトステアリルアルコールと、ポリオキシエ
チレン（２０）セトステアリルエーテルを含有］、「デヒコートＦ７５（商品名）」（ジ
ステアロイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート：７５質量％と、セトス
テアリルアルコールを含有）などが例示できる。
【００３０】
　上記例示の各カチオン性界面活性剤の中でも、整髪剤組成物の粘度を適度に上昇させつ
つ乳化安定性を高め得ることから、上記一般式（１）で表されるカチオン性界面活性剤が
より好ましく、ジココイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェートが特に好ま
しい。
【００３１】
　整髪剤組成物におけるカチオン性界面活性剤の配合量は、例えば、０．１～５質量％で
あることが好ましい。
【００３２】
　更に、ショ糖脂肪酸エステル以外のノニオン性界面活性剤も、本発明の整髪剤組成物の
乳化安定性の向上を期待できる成分として配合することができる。
【００３３】
　ショ糖脂肪酸エステル以外のノニオン性界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチ
レンアルキルエーテル、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポ
リオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレンラノリン、ポリオキシエチレンラノリンアルコール、ポリオキシエチレン
ソルビットミツロウ、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油、
ポリオキシエチレンステロール、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、プロピレング
リコール脂肪酸エステル、レシチンなどが挙げられる。なお、上記の各ノニオン性界面活
性剤におけるエチレンオキサイドの付加モル数は２～５０モルであることが好ましい。ま
た、ポリオキシエチレンアルキルエーテルとしては、例えば、ポリオキシエチレンラウリ
ルエーテル、ポリオキシエチレンセチルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエーテ
ル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンベヘニルエーテルなどが
挙げられる。更に、グリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレ
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ンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリエチ
レングリコール脂肪酸エステル、およびプロピレングリコール脂肪酸エステルにおける脂
肪酸としては、例えば、ウンデシレン酸、ラウリン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸、ス
テアリン酸、イソステアリン酸、オレイン酸、ベヘン酸、リノール酸などが挙げられる。
【００３４】
　これらのノニオン性界面活性剤の中でも、本発明の整髪剤組成物に配合される成分との
相性が良好であることから、ポリオキシエチレンヒマシ油やポリオキシエチレン硬化ヒマ
シ油がより好ましい。
【００３５】
　整髪剤組成物におけるショ糖脂肪酸エステル以外のノニオン性界面活性剤の配合量は、
例えば、０．０１～１０質量％であることが好ましい。
【００３６】
　また、本発明の整髪剤組成物には、多価アルコールを配合することが好ましく、これに
より、塗布後の毛髪のしっとり感を更に高めることができる。
【００３７】
　多価アルコールの具体例としては、例えば、エチレングリコール、ジエチレングリコー
ル、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、ジプロ
ピレングリコール、ポリプロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、ポリグリセ
リン、３－メチル－１，３－ブタンジオール、１，３－ブチレングリコールなどが挙げら
れる。
【００３８】
　整髪剤組成物における多価アルコールの配合量は、１質量％以上であることが好ましく
、５質量％以上であることがより好ましく、また、２０質量％以下であることが好ましく
、１５質量％以下であることがより好ましい。
【００３９】
　また、本発明の整髪剤組成物にシリコーンを配合することで、塗布後の毛髪のやわらか
さや滑り感を高めることができる。
【００４０】
　シリコーンの具体例としては、例えば、ジメチコン、アミノ変性シリコーン、ジメチコ
ノール、環状シリコーンなどが挙げられる。なお、本発明の整髪剤組成物は、上記の通り
、２５℃で液状の炭化水素を比較的多量に配合するものであるため、シリコーンを配合す
る場合には、その乳化助剤として、ポリエーテル変性シリコーンも配合することが好まし
い。
【００４１】
　本発明の整髪剤組成物には、上記の各成分以外にも、本発明の効果を損なわない範囲で
、通常の整髪剤などの毛髪化粧料を始めとする各種化粧料に配合されている成分を、適宜
配合することもできる。このような成分としては、例えば、動植物油脂、ロウ類、脂肪酸
、有機酸、無機酸、エーテル、糖類、高分子化合物、粉体、色材、植物エキス、海藻エキ
ス、アミノ酸、ペプチド、紫外線防御剤、殺菌・防腐剤、酸化防止剤、金属イオン封鎖剤
などが挙げられる。
【００４２】
　本発明の整髪剤組成物は、例えば、毛髪のセット前に、適量を手に取るなどして、毛髪
に均一に塗布することにより使用することができる。なお、本発明の整髪剤組成物は、濡
れた状態の毛髪にも、乾燥した状態の毛髪にも適用できるが、本発明の効果をより良好に
確保できることから、濡れた状態の毛髪に適用することがより好ましい。
【実施例】
【００４３】
　以下、実施例に基づいて本発明を詳細に述べる。ただし、下記実施例は、本発明を制限
するものではない。なお、以下の実施例などにおいて、「％」は「質量％」を意味してい
る。また、整髪剤組成物の配合量としては、全体で１００％となるように各成分の配合量
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で表示する。
【００４４】
実施例１～５および比較例１～３
　実施例１～５および比較例１～３の整髪剤組成物を、表１および表２に示す組成で調製
した。
【００４５】
【表１】

【００４６】



(9) JP 5594868 B2 2014.9.24

10

20

30

40

50

【表２】

【００４７】
　なお、表１および表２に記載の「ＰＯＥ（２０）硬化ヒマシ油」および「ＰＯＥ（１５
）セチルエーテル」における「ＰＯＥ」は「ポリオキシエチレン」の略であり、ＰＯＥの
後の括弧内の数値は、酸化エチレンの平均付加モル数である。また、「エチルヘキサン酸
アルキル（Ｃ１４－１８）」の括弧内の数値は、アルキル部分の炭素数である。
【００４８】
　実施例および比較例で用いた原材料は、以下の通りである。
【００４９】
（１）ショ糖オレイン酸エステル：三菱化学フーズ社製「サーフホープＣ－１７０１（商
品名）」、平均置換度３～７。
（２）ショ糖エルカ酸エステル：三菱化学フーズ社製「サーフホープＣ－２１０２（商品
名）」、平均置換度６。
（３）ショ糖ステアリン酸エステル：三菱化学フーズ社製「サーフホープＣ１８１６（商
品名）」、平均置換度１～２。
（４）カチオン性界面活性剤：コグニスジャパン社製「デヒコートＬ－８０（商品名）」
、ジココイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトサルフェート：８０％と、プロピレン
グリコールを含有。
（５）防腐剤：ケミクレア社製「ＺＯＮＥＮ－ＭＴ１０（商品名）」、２－メチル－４－
イソチアゾリン－３－オンを９．５％含有。
【００５０】
　実施例１～５および比較例１～３の整髪剤組成物について、下記の方法によって塗布後
の毛髪のしっとり感（べたつきを感じない程度のしっとり感）、束感および根元から毛先
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【００５１】
　まず、評価用ウィッグを複数用意し、２０ｍｍのロッドと、ミルボン社製「プレジュー
ムＣＭＣウェーブＣ／Ｔ－Ｎタイプ（商品名）」とを使用して、それぞれのウィッグの毛
髪にウェーブパーマをかけた。そして、それぞれのウィッグの毛髪が濡れた状態で、左半
分の毛髪に基準品として流動パラフィンを塗布し、右半分の毛髪には、実施例１～５およ
び比較例１～３の各整髪剤組成物を塗布した。なお、各整髪剤組成物および流動パラフィ
ンの毛髪への塗布は、これらを、それぞれ０．５ｇ取り、手でのばして毛髪に塗布する方
法で行った。各整髪剤組成物を塗布したウィッグは、ドライヤーで乾燥して仕上げた。
【００５２】
　乾燥後のウィッグの右半分の毛髪におけるしっとり感、束感および均一感について、基
準品である流動パラフィンを塗布した左半分の毛髪におけるそれらを基準として、１０名
の評価者のそれぞれが、下記評価基準に従って点数付けした。
【００５３】
＜しっとり感の評価基準＞
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、しっとり感が優れている・・・２点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪と、しっとり感が同等である・・・１点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、しっとり感が劣っている・・・０点。
【００５４】
＜束感の評価基準＞
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、束感が優れている・・・２点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪と、束感が同等である・・・１点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、束感が劣っている・・・０点。
【００５５】
＜均一感の評価基準＞
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、均一感が優れている・・・２点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪と、均一感が同等である・・・１点。
　流動パラフィンを塗布した毛髪よりも、均一感が劣っている・・・０点。
【００５６】
　また、毛髪のしっとり感および束感、並びに均一感に関して上記の各評価者が付けた点
数を合計し、下記基準に従って、各整髪剤組成物におけるこれらの特性の評価とした。こ
れらの結果を表３に示す。
　◎　：　合計点数が１３点以上。
　○　：　合計点数が８～１２点。
　×　：　合計点数が７点以下。
【００５７】
　また、上記の方法により測定した実施例１～５および比較例１～３の整髪剤組成物の粘
度を表３に併記する。
【００５８】
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【表３】

【００５９】
　実施例１～５の整髪剤組成物は、処理後の毛髪のしっとり感、束感および均一感が良好
である。なお、実施例３の整髪剤組成物では処理後の毛髪の均一感が、実施例５の整髪剤
組成物では、処理後の毛髪の束感および均一感が、それぞれ基準品である流動パラフィン
と同等の評価であるが、これらの整髪剤組成物の場合でも、こうした特性が損なわれるこ
となく、処理後の毛髪のしっとり感（実施例３では、更に処理後の毛髪の束感も）を高め
ることができており、これら３つの特性がバランスよく確保されている。
【００６０】
　また、実施例１～５の整髪剤組成物を塗布した毛髪では、基準品である流動パラフィン
を塗布した毛髪に特有のギラつきや、重い感じが抑制されていた。
【００６１】
　これに対し、流動パラフィンに代えて、２５℃で液状のエステル油を使用した比較例１
の整髪剤組成物は、処理後の毛髪のしっとり感および均一感が劣っている。また、流動パ
ラフィンの配合量が少ない比較例２の整髪剤組成物は、処理後の毛髪のしっとり感、束感
、および均一感のいずれもが劣っている。更に、ショ糖脂肪酸エステルを配合しなかった
比較例３の整髪剤組成物は、処理後の毛髪の均一感が劣っている。



(12) JP 5594868 B2 2014.9.24

10

フロントページの続き

    審査官  手島　理

(56)参考文献  特開昭４９－０４７５４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－２５３９０３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－２３５５６７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０２－０４０３２１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２１５２６２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　　８／００－８／９９　　　　
              Ａ６１Ｑ　　　１／００－９０／００　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

